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1 はじめに

FGS(Fine Granularity Scalability)は，品質のスケーラビ
リティを提供する映像符号化技術としてスケーラブル符号
化 (以下，SVCと記す)で利用されている [1]．FGSは，階
層化された符号化ストリームの拡張階層に粒度を与えるこ
とによって任意ビットレートでの抽出を可能にする．その
ため，伝送路上の急激な帯域減少による想定外のパケット
損失への高い耐性能力を持つ．
しかし，伝送路上のパケット損失が発生した場合，符号
器・復号器間の情報の不一致によって発生するドリフト誤
差伝播が画質劣化の要因となっている [2]．
そこで，本稿ではパケット損失の影響で拡張階層の情報
が破損した場合における受信画質劣化の防止対策について
検討する．
2 伝送パケット損失時の FGS受信映像の画質変動

FGSでは，符号化ストリームの階層構造が引き起こす符
号化効率の劣化を改善するために拡張階層における時間方
向の相関性を利用する [1]．そのため，伝送路上でパケット
損失が発生する際には，一時的な予測誤差が後続フレーム
にドリフト誤差として悪影響を与える．
また，復号処理の簡易化を考慮しており，最低限の画質
で復号するための基本階層の情報を保護することが重視さ
れ，より上位の拡張階層を保護するための方策は現状では
検討されていない．
つまり，多段 FGS拡張階層で構成された符号化ストリー
ムにおいて，基本階層に近い下位の拡張階層に伝送パケッ
トの損失が生じた場合は，基本階層の再構築画像のみが出
力されるため，符号化ストリームの拡張階層の符号量割合
が大きいほど相対的に品質の劣化が激しくなる [2]．
3 提案手法

伝送パケット損失の影響を受ける拡張階層の再構築画像
を適応的に生成する手法を提案する．
復号器側で抽出された拡張階層の符号量と受信された符
号量を比較し，誤差が発生しない場合は，通常通りの階層
復号処理を行う．誤差が発生する場合は，情報損失が起き
ていると判断し，過去の再構築画像から損失階層画像を適
応的に生成する．図 1では，n番目フレームの拡張階層が
パケット損失の影響を受ける場合を示す．
なお，本稿では従来方式で実現される基本階層情報の確
保を前提とする．そのため，パケット損失の影響は拡張階
層のみに与える．
ここで，図 1より係数 α を 0とすると基本階層の再構
築画像を拡張階層の参照バッファに記録することになるの
で，パケット損失発生時における従来方式の処理と等価に
なる．そこで，本稿では α = 1の場合について検討する．
直前フレームの再構築画像に動きベクトルを加算した信号
を当該フレームの拡張階層の参照バッファに記録する．そ
して，後続のフレームでは新しく生成された再構築画像を
参照する．
また，図 1のように多段 FGS拡張階層構成の符号化ス
トリームにおいて，どの階層がパケット損失の影響を受け
る場合でも同様の処理を施す．そのため，通常はパケット

図 1 適応的再構築画像制御手法の概念図

損失による影響が高位の階層であるほど画質劣化は小さい
が，提案手法では損失階層に依存しない出力となる．
4 評価実験

提案手法の有効性を検証するために，受信映像のフレー
ムごとの画質変動を示す．本実験において符号化 ·復号化
処理には SVCの参照ソフトウェア JSVM(version 7[3])を
利用し，パケット損失シミュレーションには，JVTで提案
されているプログラム [4] を利用する．表 1に実験条件を
示す．

表 1 実験条件
Sequence Mobile & Calendar

QCIF, 15[frame/sec]
Encoded frame 150
GOP structure N=150, M=1 (IPPP· · ·)
Layer structure Spatial: 1 (QCIF only)

FGS: 3 layers
Loss rate Base Layer: 0%

FGS Layer: 3%
Base Layer AVC Compatible
Truncation Bit Rate1024[kbit/sec]

図 2に伝送パケット損失が発生しない場合とロスレート
3%の環境下の出力と提案手法 (α = 1)による復号画像の画
質変動を示す．本稿では，拡張階層の符号量割合が大きい
場合を評価するために抽出ビットレートを 1024[kbps]とし
ている．
図 2より，提案手法を利用することでフレーム単位で最

大約 7[dB]の変動抑制を確認できる．特に，低位の拡張階
層でパケット損失の影響を受ける場合に有効性を示す．ま
た，符号量割合が比較的小さいビットレート抽出時におい
ても同様の効果を期待できる．
5 まとめ

本稿では，伝送パケット損失発生時における FGS受信映
像のドリフト誤差伝播による画質劣化を改善するために周
辺の階層情報を利用して，損失階層情報を適応的に生成す
る手法を提案した．また，評価実験によって，提案手法が
受信画質の劣化防止に有効であることを確認した．
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図 2 FGS受信映像の画質変動特性


